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1. まえがき 

電子コミックは電子書籍市場の売上の 80%以上を占め

る重要なコンテンツである．マンガ画像からメタデータを

抽出し，タグ付けすることによって，高度なマンガ検索シ

ステムや自動要約作成などの様々な機能を付加できる． 

マンガキャラクターの正面顔の検出について DPM や

R-CNN の有効性が示されている[1]．しかし，横顔を含ん

だ顔検出に関する研究は行なわれていない．本稿では，

DPM および R-CNN を用いたマンガキャラクターのマルチ

ビュー顔検出について検討を行なった． 

2. 検出手法 

(1) Deformable Part Model (DPM) [2] [3] 

DPM は物体の姿勢変化に頑強な検出手法であり，対象を

複数のパーツから構成されるツリー構造として捉え，物体

の全体および各パーツの形状とパーツ位置のずれに対する

コストから評価する．  

(2) Regions with CNN feature (R-CNN) [4] 

R-CNN はニューラルネットを用いた物体検出手法である．

まず，Selective Search によって入力画像から物体の候補領

域を抽出し，リサイズした候補領域を畳み込みニューラル

ネットワーク (CNN)に入力する．次に，CNN の出力を

SVMで分類し，候補領域の判定を行なう． 

マルチビュー顔検出において，Farfade らは Selective 

Search の代わりにスライディングウィンドウを使用するこ

とで検出率が向上すると報告している[5]． 

3. 実験 

DPM と R-CNN について，それぞれキャラクターの正面

および横顔を学習した検出器の比較を行なった．本研究で

は，マンガ画像からバウンディングボックスで顔領域を指

定したものを正例，顔以外の領域を切り抜いたものを負例

とした．学習セットは正例を正面顔 400 枚・横顔 200 枚，

負例を 1000 枚とした．テストセットは正例を正面顔 400

枚・横顔 200枚，負例を 2000枚とした． 

DPM について，正面および横顔の左右方向に対応する 4

種類の検出器を作成し，パートフィルタ枚数を 4 枚，Non-

maximal suppression (NMS)を 0.1 と設定した．また，R-

CNN では正面と横顔を分類せずに学習を行ない，候補領

域の抽出に Selective Searchを用いた検出器とスライディン

グウィンドウを用いた検出器の 2 種類を作成した．NMS

の値は DPMと同様に 0.1に設定した． 

実験結果を図 1に示す．Selective Search を用いた R-CNN

の検出率は，DPM やスライディングウィンドウを用いた

手法より高くなった．この理由として，マンガ画像は線画

より構成されるので，Selective Search によるセグメンテー

ションで候補領域を正確に抽出できるためと考えられる． 

4. まとめ 

本稿では DPM および R-CNN を用いたマンガキャラクタ

ーのマルチビュー顔検出について検討を行なった．その結

果，Selective Search を利用した R-CNN が最もマンガ画像

に適していることが分かった． 
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図 1: 顔検出結果の比較 
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